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1――「天動説」と「地動説」 

  

みなさんは「天動説」と「地動説」について、これまでにじっくり考えたことがあるだろうか？筆

者は生まれてこの方、1 度も考えたことはなかった。これは学生時代に習った知識だが、自身の生活

に直接影響を与えることはなく、筆者にとってはあくまでも受験勉強のために必要だった用語でしか

なかったからだ。 

あらためて簡単に整理すると、天動説は「地球が宇宙の中心にあり、すべての天体が地球のまわり

を回っている」という考え方である。一方の地動説は、「地球を含む惑星が太陽のまわりを回っている」

とするものである。天動説は古代ギリシャの哲学者アリストテレスや天文学者プトレマイオスによっ

て提唱され、神が創造した人間が住むこの地球こそが宇宙の中心だという考え方が、中世のキリスト

教世界で大いに支持された1。 

一方地動説の考え方も、紀元前 3世紀にはアリスタルコスが、「天球の中心に太陽があり、それは不

動で、地球が太陽をめぐっており、恒星の天球までの距離はとてつもなく遠い」という説23を唱えてい

たが、前述した通り、キリスト教の影響もあり、プトレマイオスの天動説が支配的で、中世ヨーロッ

パで地動説は退けられた。その後、1543年にニコラウス・コペルニクスが著書『天体の回転について』

を出版し、地動説を主張したことを機に、ガリレオ・ガリレイが望遠鏡で木星の周りを回る衛星の観

測を記した『星界の報告』出版し、ティコ・ブラーエの精密な惑星の観測データから、ヨハネス・ケ

プラーが惑星運動の法則を導きだし、それが万有引力の法則によって説明されることをアイザック・

ニュートンが示して地動説が確立した4。地動説は、最初は異端とされながらも、観測技術と科学の発

展により、徐々に受け入れられたのだ5。 
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なぜ筆者が「天動説」と「地動説」に「今」興味を持ったかというと、2024 年 10 月から 2025 年

3月までNHK総合にて放送されていた『チ。-地球の運動について6』というテレビアニメを視聴した

ことがきっかけだ。同作品は「地動説」を命懸けで探究する人々を描いたフィクションで、単行本累

計発行部数は 500万部7を超える漫画家「魚豊」氏の人気作品である。 

物語の舞台は、15 世紀前半のヨーロッパの架空国家「P 王国」。そこでは、宗教組織「C 教」の教

義に反する思想──たとえば地動説──を研究すること自体が、拷問や火あぶりといった厳しい刑罰

の対象であった。そんな世界で、ある少年が地動説を追い求める一人の学者と出会い、自らも知の探

究の道へと足を踏み入れていく、というストーリーだ。 

あくまでもフィクションではあるが、物語の中に登場する人物たちの思想や行動、そして彼らが直

面する社会的圧力の描写には、実際の歴史と重なる部分が多く含まれており、地動説が人類史におけ

る壮大な革命だったことを、作品を通して知る事ができるコンテンツであった。 

 

2――コンテンツ×科学館 

 

そんな折、筆者は 2025年 3月 13日に開催された、日本科学未来館の特別展「チ。―地球の運動に

ついて― 地球（いわ）が動く」のプレス向け内覧会に参加する機会を得た8。この展示は、アニメ「チ。

―地球の運動について―」の世界観を体験しながら、地動説という概念の歴史的背景から、現代の宇

宙研究に至るまでを紹介するものとなっている。アニメの名場面を再現した体験型展示や映像演出を

通して、来場者は天文学や科学の歩みに没入できるよう設計されていた。 

 

図１ 「チ。―地球の運動について― 地球（いわ）が動く」キービジュアル 

 

 

イベントでは開催に先立ち、日本科学未来館にてメディア向けの先行内覧会が開かれ、アニメ声優

陣、宇宙飛行士の野口聡一氏を迎えたテープカットが行われた。野口氏は 

「作品の良さにくわえ、科学的な説明も充実していて、何度も楽しめる展示です。小学生の夏休み
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の自由研究にぴったりじゃないかな」 

と語り、作品と科学が交差する展示の意義を印象づけていた。 

図２ メディア先行内覧会に登壇した宇宙飛行士野口聡一氏とアニメ声優陣 

 
左から島袋美由利（cvドゥラカ）／仁見紗綾（cvヨレンタ）／野口聡一／小西克幸（cvオクジー）／速水奨（cvフベルト） 

 

筆者自身も実際に内覧会に参加してコンテンツと科学館のコラボレーションが教育に繋がる可能性

を改めて認識した。教科書では精々２～３行で説明が終わってしまう「地動説」。それが定説となった

今、一般の人々にとっては「（太陽の周りを地球が回っている）だからなんなの？」と深く考える機会

はほとんどない。しかし、『チ。-地球の運動について』というフィクション作品をきっかけに、消費

者は「だからなんなの？」で済んでいた事柄を「コンテンツ」として楽しむ対象として再発見し、自

然と背景にある科学や歴史にも関心を持つようになる。それがたとえフィクションであっても地動説

とそれを取り巻くドラマを通して、なぜそれが異端であったのか、どのようにそれが証明されたのか、

という本質の部分に興味を抱かせることができるのだ。 

アニメを通じて得た「フィクションと事実が混ざり合った知識」は、科学未来館の展示を通して、

何が史実であり、何が創作であるかを整理・区別されていく。しかし、来場者の多くは、そもそも科

学や地動説そのものに強い関心があるわけではなく、『チ。―地球の運動について―』という作品への

興味を入り口として会場を訪れている。そのため、展示が単に「史実を正確に伝える」だけでは、関

心が持続しにくい場合もある。そこで展示側は、物語の中で描かれた出来事や登場人物の視点を出発

点にしつつ、フィクションを「あの描写には実は科学的な根拠がある」と裏づけながら科学的な知識

を提示している。そうすることで来場者は、「作品の中で見たあの場面」が現実とどうつながっている

のかを確かめるようにして展示に向き合い、自然と科学的な視点や史実への関心が生まれていく。科

学未来館は、こうした“フィクションの魅力を損なうことなく、科学へ橋渡しする仕組み”を備えた場

として、作品と現実の知をつなぐ役割を果たしているのである。 

中でも印象的だったのは、「金星の満ち欠け体験：オクジーが見た金星の満ち欠けを実験！」という

体験型展示だ。これは作中で登場人物・オクジーが異常な視力で“満ちた金星”を観察したというエ

ピソードに基づいた展示で、実際に金星がどのように見えるか、そしてそれが地動説の証拠となり得
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た理由を視覚的に理解できる構成となっていた。 

天動説では、金星の位置は太陽より常に「内側」にあって、満ち欠けの仕方にも制限がある。たと

えば満ちた金星を見る事は出来ないのだ。しかし、満ちた金星を確認できたという事は、金星が太陽

のまわりを回っていることを意味しており、地球も同じように太陽のまわりを回っている（＝地動説）

という根拠となるのだ。史実では、ガリレオ・ガリレイが 17 世紀に望遠鏡を使って発見しているた

め、オクジーによる金星の満ち欠けの確認は、もちろんフィクションではあるものの、どちらも「金

星の満ち欠けから、地動説の正しさにたどりついた」という知の到達点は共通しているのだ。本展示

ではそれぞれの知の到達点である「なぜ金星の満ち欠けを観測すれば地動説を立証できるのか」とい

う理由を、地動説と天動説のそれぞれの場合の金星の満ち欠けから体験することができる。ファンに

とっては「へぇ、これって本当にあったんだ！」とフィクションと現実の橋渡しをする場の 1つとな

っている。 

    図３（左）金星の満ち欠け体験          図４（右）体験方法の図解 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                              出所：（右）筆者撮影 

 

オクジーの声優である小西克幸氏は、当イベントで、 

「『チ。』のアフレコにあたり、原作やシナリオはもちろん、オンエアされた映像もすべてチェックし

ました。ですが、理解はしているけど自分の中で確信できていない部分もあって。それがこの展示会

を見て、ぼんやりとしていたものが明確になりました。」 

と話していた。筆者自身、作品を見ながら金星の満ち欠けと地動説の関係について、わかったような

わからないような感じのまま作品の視聴を続けてしまったのだが、少なくとも、本展示を通して、地

動説と天動説は全然違うというその本質を、没入感をもって体験することができた。 

また、作中のキャラクターたちが用いた道具や技術も展示されており、ラファウが天体観測に使用

していた「アストロラーベ」や、ドゥラカが地動説の本をつくるために用いた「活版印刷」を体験で

きるコーナーなど、物語を通じて興味を持った人が、展示を通じてその裏にある科学史や技術の発展

を追体験できる点は、本展示の大きな魅力のひとつである。 
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3――コンテンツは、現代における非常に有効な「学びの入口」 

 

筆者は以前から、コンテンツと科学をつなぐ試みに関心を持ってきた。例えば人気ゲーム『ポケッ

トモンスター』シリーズと連携した「ポケモン化石博物館」では、作中に登場する「カセキポケモン」

の実物大骨格想像模型と現実の古生物の化石標本とを見比べる展示が行われ、子どもから大人まで幅

広い来館者に好評を博していた。 

このように近年、アニメや漫画、小説といったエンターテインメントコンテンツと、博物館や科学

館での展示が連携する取り組みが増えている。これらは単なるタイアップではなく、「学び」の場とし

ての新しい可能性を切り拓いている。筆者は、学びにおいて「入り口」が何よりも重要であると考え

ているが、筆者自身もこの「チ。―地球の運動について―」という作品に出合わなければ、地動説に

興味を持つこともなかっただろう。 

そして、博物館や科学館の展示は、実際の資料や再現、インタラクティブな体験を通して、作品の

中で描かれた出来事や現象が、展示を通じて「実際にあったこと」として裏打ちされることで、フィ

クションが知識とつながり、学びが立体的に広がっていく場となる。 

このような連携が教育にもたらす最大の価値は、「知ることは面白い」という感覚を育てる点にある。

というのも、多くの学校教育では、学ぶことの目的が「テストで点を取るため」にすり替わりがちで

あり、知識を “覚える”ことが中心になってしまうからだ。その結果として、学ぶことそのものが目

的を失い、興味や関心とは切り離されたものになりがちだ。しかし、コンテンツをフックとしたこの

ような展示は「自分から知りたくなる」動機づけを与えてくれる。物語で芽生えた疑問が展示で深ま

り、体験として記憶されることで、学びは一過性の情報ではなく、人生に残る知識となる。このよう

に考えると、教育の本質は、情報を伝えることではなく、「学びたい」という内発的な動機を引き出す

ことにあるのではないだろうか。その意味で、アニメやマンガを始めとしたコンテンツは、現代にお

ける非常に有効な「学びの入口」としての可能性があると考えている。 
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